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様式第６号（第１７条）        

 会　　議　　録 

          

 会 議 の 名 称 令和８年度第１回春日部市観光振興審議会
 

開　催　日　時 令和８年７月３１日(金)
開　会 午後　　３時００分

 閉　会 午後　　４時３０分

 開　催　場　所 春日部市役所 本庁舎２階 会議室２０１
 議長(会長等)氏名 小沢 智樹
 

出 

 

 

席 

 

 

者

委員氏名

(出席人数：６人)　 
 髙野 雅巳、今道 シャオレイ、小川 志朗、小沢 智樹、 

村井 良子、岩井 利浩

 説 明 者 

そ の 他
  

 

 

事 務 局 

 

 

(出席人数：９人）
 環境経済部長 齋藤 綱紀

 環境経済部次長兼商工観光課長 添田 智則
 観光振興担当主幹 鹿野 広太、 

大凧文化交流センター主幹 森山 高、
 観光振興担当主査 金子 康二、観光振興担当主査 太田 宙、

 観光振興担当主事 橋本 裕希、観光振興担当主事 石川 直弥、
 観光振興担当主事 利根川 華菜
 

次第及び公開、一部

公開、非公開の区分

１　開　　会 

２　委嘱状交付 

３　挨　　拶 

４　会長・副会長互選 

５　報告 

（１）令和７年度事業報告について 

６　議　　題 

（１）令和８年度事業概要について 

（２）大凧文化交流センターのＫＰＩ達成状況等について 

７　そ の 他 

８　閉　　会

 

一部公開・非公開の 

場合はその理由

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当：

 

配　布　資　料

・資料１　令和７年度 事業報告について 

・資料２　令和８年度 事業概要について 

・資料３　大凧文化交流センターのＫＰＩ達成状況等について 
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 ・参考資料　春日部市の観光客数について

 

会議録の作製方法

□　録音テープ等を使用した全文記録

 ■　録音テープ等を使用した要点記録
 □　要点記録
 

会議録署名の指定 会長による署名
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 発　言　者　 発言内容　・　決定事項
  

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

仮議長 

 

 

 

　　　　  

 

議　長 

 

 

事務局 

 

 

議　長 

 

 

 

委　員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

【１　開　　会】 

 

【２　委嘱状交付】 

 

【３　挨　　拶】 

 

≪委員紹介・事務局紹介≫ 

≪春日部市観光振興審議会条例第６条第２項による会議開催要件

の成立報告≫ 

≪本会議の審議事項すべてを公開する旨報告≫ 

≪傍聴者１名の旨報告≫ 

 

【４　会長・副会長互選】 

≪委員の互選により、会長に小沢智樹委員を選出≫ 

≪春日部市観光審議会条例第５条第２項により議事進行を会長に

お願いする≫ 

≪委員の互選により、副会長に村井良子委員を選出≫ 

 

【５　報　　告】 

　報告（１）「令和７年度事業報告について」事務局より説明をお

願いします。 

 

≪資料１　令和７年度事業報告についての説明≫ 

≪参考資料　春日部市の観光客数についての説明≫ 

 

　ただいま事務局より説明がありました内容について、ご意見、

ご質問等がございましたら、お願いいたします。 

 

 

　観光客数が伸びていると伺いましたが、今後の目標はあります

か。 

 

 

　春日部市観光振興基本計画では、２０２７年に２１２万人を目

標値に設定しております。 

　しかし、春日部市観光振興基本計画を策定したあとに、新型コ

ロナウイルスの影響で、観光を取り巻く環境が大きく変わりまし

た。 

　実際に観光の現場を拝見してきた中で、観光客数に着目するこ
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委　員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とも重要でございますが、観光の質の維持向上を図っていくこと

もさらに重要だと認識したところです。 

お越しいただいた観光客の皆様に市内を回遊していただく、何

よりも楽しんでいただくことを段階的に高めていかなければなり

ません。そういった観点から、目標値だけにとらわれずに基礎的

な部分をしっかり取り組んで参りたいと考えています。 

 

　「るるぶ特別編集 春日部」３万部、「春日部 LOVE Walker」３万

部を作成したとあったのですが、それらはどういったところで配

布されていたのでしょうか。 

また、地域間交流について非常に興味深い取組だと思うのです

が、このような都市と交流をすることになったきっかけについて

教えていただければと思います。 

 

　「るるぶ特別編集 春日部」の配布先については、春日部市内の

公共施設や観光案内所、月に２、３回行われるイベントで配布を

している他、地域間交流を行っている市でのイベントでも配布し

ております。 

　「春日部 LOVE Walker」については、春日部市市制施行２０周

年を記念して作成したもので、２０周年記念式典の参加者や、市

内で開催されるイベントで配布した他、市内各種団体へお持ちし

ました。 

　「るるぶ特別編集 春日部」は、市外の方に春日部に来ていただ

いて、春日部のことを知っていただきたいという思いで作成し、

「春日部 LOVE Walker」は、市民の方にもっと春日部の良さを知

っていただきたい、改めて春日部の良さに気づいていただきたい

という趣旨も含めて作成しました。このことから、「春日部 LOVE 

Walker」のほうが、春日部市民の方に行き渡っているかと感じて

おります。 

　続きまして、地域間交流事業について、一番古く交流が始まっ

たのは、鹿沼市（栃木県）と、栃木市（栃木県）でございます。

これは東武日光線特急スペーシアの停車駅であるという共通点が

あり、停車駅に降りていただきたいという思いから、２０年ほど

前に交流がはじまりました。 

　次に石垣市（沖縄県）は、春日部市で開催しております「エイ

サーまつり」がきっかけで交流が始まりました。 

　小樽市（北海道）は、首都圏外郭放水路がきっかけで、防災協

定といったかたちで交流が始まりました。 

豊中市（大阪府）も同様で、　防災協定というのは、近くの市

と組んでしまうと、地震等が起きた際に同じく被災してしまいま

すので、遠いエリアとの協定が必要であることから交流が始まっ
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委　員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　長 

 

 

 

 

事務局 

 

議　長 

 

 

委　員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委　員 

 

 

 

事務局 

たというものでございます。 

 

　春日部にくる訪日外国人観光客は、春日部でどんな活動してる

のでしょうか？ 

 

　基本的には日帰り客がほとんど（９４％）で、多くが東京に宿

泊しているという状況でございます。 

　クレヨンしんちゃんのおでかけマップのスポットや、クレヨン

しんちゃんのスタンプラリーを通して、春日部駅周辺のみならず、

バスを利用して道の駅庄和や、大凧文化交流センター、首都圏外

郭放水路にも行っていただいております。 

　その途中で、飲食店によって食事をとったり、カフェによって

お茶をされている方も多いようです。 

 

　他に意見がないようですので、次第「６.議題」に移ります。 

 

【６　議　　題】 

　（１）令和８年度事業概要について事務局より説明をお願いし

ます。 

≪資料２　令和８年度事業概要についての説明≫ 

 

　ただいま事務局より説明がありました内容について、ご意見、

ご質問等がございましたら、お願いいたします。 

 

さきほど日帰り客がほとんどであるというお話がありました

が、消費額や滞在時間を増やすためにはどのようなことが必要だ

とお考えでしょうか。 

 

　現在、具体的に取り組んでいることとしましては、クレヨンし

んちゃんのおでかけマップでございます。 

　しんちゃんと観光スポットを掲載することで、駅から少し離れ

たところまで足を運んでいただけるようになりました。 

　また、クレヨンしんちゃんのスタンプラリーは、当初春日部駅

周辺で作成したのですが、令和６年に、庄和地域、江戸川方面に

も拡大して、さらに滞在時間を延長していただくための取組をし

ております。 

　例えば、外国人観光客向けのツアーを企画し、出発時間を早朝

にして宿泊を促したり、夕食の時間に終了させて夕食を春日部市

で食べていただけるよう促したりするのはいかがでしょうか。 

 

　現状としては、夕方までにおわってしまうツアーがほとんどで
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委　員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　長 

 

 

議　長 

 

 

事務局 

 

議　長 

 

 

委　員 

　　　　  

事務局 

 

 

はありますが、現在、首都圏外郭放水路では、夜の首都圏外郭放

水路見学会という企画の検討が進んでおります。こちらのツアー

では、併せて市内のクラフトビールやお茶屋さんにも連携してい

ただけるよう検討しております。 

　夜の観光につながるよう、このようなチャレンジは今後も続け

て参りたいと考えております。 

　しかし、春日部市内ではなかなかホテルの予約が取れないとい

う意見も届いておりまして、その部分も課題のひとつとして受け

止めているところでございます。 

　実施に向けて検討して参りたいと考えておりますので、引き続

きご意見・ご提案をいただけますと助かります。 

 

　インバウンドのアンケートでは、クレヨンしんちゃんを目的に

来訪している方はどれくらいいらっしゃるのでしょうか。 

 

　９８．７％がクレヨンしんちゃんを目的に来訪してくださって

おります。 

　また、初めての方が約５８％、リピーターの方が約５０％程度

となっております。 

　クレヨンしんちゃんの人気は間違いないものですが、まだ生か

し切れていない部分があると考えております。 

　先日、クレヨンしんちゃんのマンホールができ、新たな施設も

近い将来できる予定でございますので、リピートしてくださる方

が増えればいいなと思っております。 

 

　その他、意見がないようですので、議題（１）の議事につきま

しては終了とさせていただきます。 

 

続きまして、議題（２）大凧文化交流センターの KPI 達成状況

等について、事務局より説明をお願いします。 

 

≪資料３　大凧文化交流センターKPI 達成状況等について≫ 

 

　ただいま事務局より説明がありました内容について、ご意見、

ご質問等がございましたら、お願いいたします。 

 

　大凧あげ祭りの来場者数が減っているのはなぜでしょうか。 

 

　考えられる一番大きな原因として、新型コロナウイルスの影響

があり、終息以降もなかなか来場者数が戻らないところがござい

ます。 
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委　員 

 

 

 

事務局 

 

 

委　員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議　長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議　長 

 

 

 

事務局

　また、ゴールデンウィークの過ごし方が多様化していることも

原因としてあるのではないかと考えております。 

　しかし、コロナ終息から現在、年々、外国人観光客の来場者が

増えていると感じております。 

 

　大凧あげ祭りで大凧があがるまで待っている時間が長くなって

しまうと思うのですが、場内で来場者が飽きずに過ごすためにな

にかアナウンスなどをされているのでしょうか。 

 

　大凧あげ祭りでは例年、アナウンサーと大凧文化保存会の会員

がリアルタイムで会場全体に大凧の様子を実況しております。 

 

　大凧あげ祭りは市内からの来場者と市外からの来場者どちらが

多いのでしょうか。 

 

　データとして取得しているものはありませんが、会場の駐車場

に入られる来場者の方々の車両ナンバーをみると、春日部ナンバ

ーに比べ他地域のナンバーのほうが多かったと感じました。 

　また、南桜井駅からの直通バスの利用者も多いことから、市外

から来てくださる方のほうが多いと考えます。 

 

　他にご意見がある方はいらっしゃいますか。 

　意見がないようですので、議題（２）の議事につきましては終

了とさせていただきます。進行を事務局にお返しします。 

 

【７　その他】 

　続きまして、「７.その他」ですが、何かご意見、連絡事項はご

ざいますか。 

　他にないようですので、以上を持ちまして、本日予定しており

ました議題は、皆様のご協力により終了いたしました。ありがと

うございました。 

市におかれましては、本日の審議を踏まえ、今後におきまして

も、観光協会をはじめとした関係機関などと連携を図り、より一

層、観光の振興を推進していただくようお願いいたします。 

 

【８　閉会】
 議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

令和　８年　９月　４日 

署名者の職・氏名　　　会長　小沢　智樹


